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要　　旨
教員養成を担う体育系大学の授業では，ダンスの実践的指導力を高めるための様々な取組が行われている。しか

し，その取組の多くは，示範などに必要な「ダンス技能」の習得に対応したものである。指導の際に必要なダンス
の「技能評価力」の育成に関しては課題が残されている。そこで我々は，ダンス専門家及び現職教員が有する技能
評価観点を聴取・整理し，「技能評価観点構造図」としてまとめた。本研究では，「技能評価観点構造図」を手がか
りに，体育系大学のダンス授業においてダンスの技能評価力を高める授業を実践し，その効果を検証することを目
的とした。

対象は体育系大学のダンス実技授業受講生47名であった。各授業内で「技能評価観点構造図」を用いた授業を実
践した。授業前後に，リズム系ダンスの映像を鑑賞し，学生にそれぞれの映像の動きについて評価させ，「評価の
理由」と「ダンスを良くするためのアドバイス」を記述式で回答させた。記述内容について KH Coder 2（樋口，
2004）を用いて，「ロックのリズムのダンス」「ヒップホップのリズムのダンス」別に，それぞれの３映像の全受講
生の記述における総抽出語数，抽出語の種類数を算出した。さらに，「技能評価観点構造図」の評価観点に関連す
る用語について，評価観点別に用語数をカウントした。

その結果，ダンス実技の授業後に，「ロックのリズムのダンス」「ヒップホップのリズムのダンス」共に，記述抽
出語数及び抽出語種類が増加した。また，授業後に「技能評価観点構造図」に示された評価観点に関する記述が増
加し，「技能評価観点構造図」を活用した授業は，動きを観る観点をより具体化し，技能評価力を向上させうるこ
とが示唆された。

以上の結果より，「技能評価観点構造図」を活用することで，技能評価の際の技能評価観点が増加し，技能評価
の理解度が向上した可能性が示唆された。
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１．緒言
日本の学校体育におけるダンス教育は，平成元年の

学習指導要領の改訂（文部省，1989a，1989b）におい
て，中学校と高等学校で男女共修となり，平成10年の
改訂では，「表現・創作ダンス」「フォークダンス」に
加え，新たに「リズムダンス」（小学校），「現代的な
リズムのダンス」（中学校・高等学校）が加わった（文
部省，1999a，1999b，1999c）。さらに平成20年３月告
示の学習指導要領（文部科学省，2008）では，それま
で選択とされていた「武道」「ダンス」領域も含め，
全領域が男女とも必修となった。この改訂では，表現
運動系・ダンスの指導内容が児童・生徒の発育・発達
段階に応じて具体的に示された。しかし，ダンス領域
の指導においては，教師側のダンス経験や指導経験，
知識不足などが指摘されている（中村，2009；松本・
寺田，2013）。そのため，教員養成を担う大学におい
て，ダンス授業が担う役割は非常に大きく，その実践
内容について検討する必要性は高い。

文部科学省（2015）は，教員は採用当初から大きな
支障が生じることなく指導実践できるようにすること

が必要であり，教員として最小限必要な資質能力を学
生に身に付けさせることが重要であると，教員養成課
程の役割を示している。教員養成系の大学におけるダ
ンス授業に関しては，大学時に１年以上のダンス履修
経験を有することが学校現場での指導実践に有効であ
るとの報告（松本ほか，1994）がある。また，筆者の
研究においても，大学でダンス授業を受講していない
現職教員は，「運動技能・表現技法等的確な助言がで
きない」と感じている割合が高かった（栫・小松，
2015）。

現在，教員養成を担う大学の授業では，ダンスの実
践的指導力１）を高めるための様々な取り組みが行わ
れている。例えば木山（2014）は，学生による授業評
価を基にした授業改善の課題を検討し，その結果によ
ると，学習者としての学生に対する学習効果はおおむ
ね実現できたが，指導者としての学習効果に対しては
把握しきれず，指導する立場を意識させたうえでの学
習場面の確保が課題であると指摘されている。また，
宮本・中村（2015）は，学生自身の踊る・作る力をつ
けると同時にダンス指導者として必要な指導力を高め

Abstract

Various lssons are being held at the physical education university in the teacher training course to raise practical leader-

ship skills of dance. However, many of the classes correspond to acquisition of “dance skills” necessary for indicators. 

Challenges remain with regard to the development of “skill evaluation ability” of dance necessary for guidance. Therefore, 

after hearing and organizing the skill evaluation viewpoints of dance experts and incumbent teachers, we summarized it as 

a “dance performance concept diagram” (Hereafter, DP concept diagram). In this research, with the clue of “DP concept 

diagram”, the objective was to practice a lesson that enhances the skill evaluation ability of dance in the dance class at the 

physical education university and to verify its effect. 

The subjects were 47 students of the dance practical lessons from the Physical Education University. In each lesson I 

practiced lessons using “DP concept diagram”. Before and after the lesson, we watched images of rhythm dance, evalu-

ated students about the movement of each image, and let me answer “reason for evaluation” and “advice for improving 

dance” by description formulas. About the description contents With the use of KH Coder 2 (Higuchi, 2004), total extrac-

tion in the description of all the students of each of the three videos by “Rock Rhythm Dance” and “Hip Hop Rhythm 

Dance”. The number of words, and the number of types of extracted words. In addition, for terms related to the evaluation 

viewpoint of the DP conceptual diagram, the number of terms was counted by evaluation viewpoint.

As a result, after the class of dance practice, the number of extracted terms and extracted words increased in all rhythm 

dance. In addition, the description on the evaluation viewpoint shown in the “DP conceptual diagram” increases after the 

lesson, and the lesson using the “DP conceptual diagram” can realize the viewpoint of movement more and improve skill 

evaluation ability it was suggested.

From the above results, by utilizing the “DP conceptual diagram”, the skill evaluation viewpoint at the time of skill 

evaluation increased.
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る実習や理論を組み込んだダンス指導法授業を実施し
た結果，ダンスの重要性に対する認識が高まり，指導
への自信も高まったと報告している。太田（2017）は，
ダンスの技能・知識の習得とアクティブ・ラーニング
の実践を考慮した学習指導過程を計画・実施した結
果，授業中盤に「踊る」「創る」「指導する」自信は，
授業受講前と比較して全て有意に向上していたと報告
している。しかし，「指導する」自信は，「踊る」「創る」
自信よりも低値を示し，単元後半からはより指導する
視点を強調しながら授業を展開する必要があると述べ
ている。宮本（2018）は，小グループによる指導法実
習を毎時間組み込んだ単元構成の「ダンス指導法授
業」を行った結果，ダンスを指導する力についての自
信を高めることができたと報告している。しかしなが
ら，実施された授業は，学生自身の踊る力を高めるた
めの「ダンス実技」を必修で１年間受講した後に行わ
れた授業であったことから，他大学においてダンス実
技を体験しない場合の指導法の授業で活用するには課
題が多い。また，学生の意識の変容は確認されたが，
実際に受講生の指導力の向上を示す客観的な評価指標
は設けられていなかったことから，指導力がどの程度
向上したかについては不明である。

これらの事例から，教員養成を担う大学のダンス授
業においては，示範等に必要な「ダンス技能」の習得
に対しての成果は認められる一方，ダンスの指導力の
育成には課題が残されている。特に指導の際に必要な
ダンスを評価する「技能評価力」について，大学のダ
ンス授業の中で習得を目指すことは重要であると考え
られる。

そこで筆者は，技能評価力向上の一助として ICT

を活用したダンスの映像視聴・評価活動を含む授業実
践を行った（栫ほか，2018）。授業では，タブレット
端末（iPad）を用いて動きを撮影し，撮影された映像
を視聴しながら自分や仲間の動きについて省察を行っ
た。その結果，運動技能の改善や技能評価の理解に有
効であることが示唆された。しかしながら，学生自身
が実際にダンスを指導する際には，より良い動きに改
善させるため，動きの詳細な評価の観点をとらえた指
摘を児童や生徒に行う必要があり，このような発展的
な技能評価力の獲得については課題が残された。

以上のような背景から，筆者らは表現系ダンス・リ
ズム系ダンスにおけるダンス技能を評価する規準を明
らかにするために，ダンス専門家及び現職教員が有す
る技能評価観点を聴取・整理し，「技能評価観点構造
図」としてまとめた（栫ほか，2019）。「技能評価観点

構造図」は，表現系ダンス・リズム系ダンスにおける
技能評価観点のキーワードごとの関係性に着目して構
造的に整理したもので，現職教員からも一定の評価が
得られている。しかし，技能評価観点構造図が体育系
大学におけるダンスの実技授業科目における受講生の

「技能評価力」の向上にどれほど寄与できるかについ
ては明らかにできていない。

そこで本研究では，体育系大学のダンスに関わる
授業科目においてリズム系ダンスの「技能評価観点
構造図」を手がかりとした技能評価力を高める授業
を実践し，その効果について明らかにすることを目
的とした２）。

２．方法
2-1．対象授業及び調査対象者
「技能評価観点構造図」を手がかりとしたダンスの

技能評価力を高める授業は，体育系大学の2017年度前
期に開講されたダンスの実技科目（「ダンス①」「ダン
ス③」，以下「ダンス実技」）とした。ダンス実技の受
講生は47名（３年生：37名，４年生：10名）であった。
受講生はダンスを専門種目としない学生であった。

2-2．ダンス実技の授業概要（図１）
ダンス実技は，基礎的な実技力を身に付けるための

関連実践科目の中の選択科目に位置付けられ，３年次
以降の学生が授業選択に関するオリエンテーションを
受講後に選択履修する。

１時間目は，オリエンテーションとして，授業のね
らいや進め方，評価等について説明した後，様々な校
種のダンス関連授業の中で創作されたダンス作品の映
像を鑑賞した３）。２時間目には，どのような指導内容
のダンス授業でも使えるウォーミングアップや交流ダ
ンスの実践を行った。３時間目から５時間目まで３時
間をかけて「現代的なリズムのダンス」の「ロックの
リズム」と「ヒップホップのリズム」のダンスを実施
した。また，４時間目と５時間目の授業時には，タブ
レット端末（iPad）のカメラ機能を用いて動きを撮影
し，撮影された映像を視聴しながら自身や仲間の動き
について省察を行った（図２）。

授業者は，筆者（体育系大学で舞踊教育・体育科教
育研究に８年従事）と大学院生（学部生時代にダンス
部に所属・全国大会入賞，体育系大学でダンス実技授
業の TA として３年半従事。高齢者の身体活動，舞踊
教育研究に５年従事。博士後期課程３年）であった。 
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2-3　ダンス実技におけるリズム系ダンスの「技能評
価観点構造図」の説明・活用方法

ダンス実技で用いたリズム系ダンスの「技能評価観
点構造図」は，カラー版のものであった（図３）。

３時間目の「現代的なリズムのダンス」の授業時に，
リズム系ダンスの「技能評価観点構造図」を用いて，
リズム系ダンスの技能評価観点の全体構造について以
下の点を説明した。
①� �リズム系ダンスの核となる技能評価の観点は「リ

ズムの特徴をとらえた動き」である
②� �ロック，サンバ，ヒップホップのリズムとその動

き方の特徴

③� �「リズムの特徴をとらえた動き」が「どのように」
実施されているかを評価する観点として，まずリ
ズム系ダンスの基本的な動きである「動き続け
る」「なりきり」「全身を極限まで動かす」の３観
点がある

④� �「リズムの特徴をとらえた動き」に「リズムに乗
る・リズムを崩す」「力の変化」の観点を加える
ことで，「メリハリ」ある動きとなる

⑤� �さらに「立体的な動き」にするために，「身体の
変化」「空間の変化」「人との関わり」という観点
が存在する

⑥� �各観点の詳細な観点が白抜きのものであり，これ

図１　単元計画と調査項目との関係
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図 1  単元計画と調査項目との関係 
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図 2  5 時間目の授業の流れ及びワークシート 

 

図２　５時間目の授業の流れ及びワークシート
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らの観点は授業のねらいや内容によって取捨選択
されるものである

⑦� �「個性的な動き」という観点は，「リズムの特徴を
とらえた動き」が実現されているときに現れる

以上，「技能評価観点構造図」の説明を行った上で，
３時間目は，「ロックのリズムのダンス」の動き方の
特徴である「弾み」に特化して授業を展開した。

４時間目は，３時間目で学んだ「ロックのリズムの
ダンス」の「弾み」の動きについて，リズムに乗って
ペアで「自由に表現」する活動を行った。その活動の
際には，「技能評価観点構造図」を用いて，基本の動
きの３観点と，「メリハリ」に関連する２観点及び「立
体的な動き」に関連する３観点を意識することを伝え
た。授業の中盤からは，ペアで「自由に表現」したダ
ンスをタブレットで撮影し合い，撮影後，映像を視聴
しながら技能評価を行った。タブレットの撮影及び視
聴・評価活動は２回行った。技能評価の際には，各自
に配布した「技能評価観点構造図」の技能評価観点を
活用して，教員になった想定で，具体的に「評価の理
由」とダンスをより良くするための「アドバイス」を
記述するよう求めた。

５時間目は，「ヒップホップのリズムのダンス」の
「縦のり」の動きを学ばせた後，リズムに乗ってペア
で「自由に表現」する活動を行った。４時間目と同じ
く，「技能評価観点構造図」を用いて，各観点を意識

するように伝え，タブレットで撮影した映像について
技能評価を行う際も，「技能評価観点構造図」の技能
評価観点を活用するよう指示をした。

2-4．リズム系ダンスの技能評価力の評価方法－ビデ
オ映像の視聴によるダンスの技能評価力の調査と
分析－

リズム系ダンスの「ロックのリズムのダンス」と
「ヒップホップのリズムのダンス」の２種類について，
学生に映像を鑑賞させ，それぞれの映像における動き
に つ い て 技 能 を 評 価（A・B・C；Visual Analogue 

Scale：VAS 法）させた。また，その「評価の理由」
ならびに指導者の視点から「ダンスを良くするための
アドバイス」を記述式で回答させた。調査時は，「技
能評価観点構造図」は提示せず，記述欄には，出来る
限り多く記載するよう指示した。調査に用いた用紙の
例を図４に示す。

調査に用いた映像は，いずれもダンスを専門としな
い体育系大学の学生がペアで活動している①「ロック
のリズムのダンス」の映像３例，②「ヒップホップの
リズムのダンス」の映像３例とした４）。

学校体育における実際の授業では，対象となる校種
や学年に対応した学習指導要領に基づいた評価規準に
よって「技能」の評価が行われる。本研究では，映像
内の評価対象となるのが大学生であるが，大学生が中
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図 3  ダンス実技授業で用いたリズム系ダンスの技能評価観点構造図 

    ※ 授業では，カラー版を示した 

図３　ダンス実技授業で用いたリズム系ダンスの技能評価観点構造図
※　授業では，カラー版を示した
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学校第１学年及び第２学年の学習指導要領の例示５）

をもとに展開した授業内で形成的授業評価（最終の総
括評価ではない）としての技能評価（A：十分満足，
B：おおむね満足，C：努力を要する）を実施してい
る状況を仮定して行った。

中学校第１学年及び第２学年の学習指導要領の例示
をもとに評価規準を設定し，筆者が各映像を評価した
場合，「ロックのリズムのダンス」については，映像
１：A 評価，映像２：B 評価，映像３：B 評価，「ヒッ
プホップのリズムのダンス」は，映像１：A 評価，映
像２：B 評価，映像３：B 評価であった。

調査は，「現代的なリズムのダンス」の学習前後（３
時間目のはじめと５時間目の終わり）に行った。

分析項目は，「VAS による技能評価値」，「評価の理
由」と「ダンスを良くするためのアドバイス」の記述
とした。VAS は一般的に10cm の線分を用い，質問項
目による主観的な程度を直線上に印を付けることに
よって評定する手法で，数量的に評定しにくい項目で
も容易に評定できるという特徴を持つ（山下，2015）。
この VAS による評価は，田中ほか（2012）が，なぎ
なた競技の審判と競技者を対象に，打突の出来栄えに
ついて VAS を用いて評価し，主観的な動きの評価を

数値化する際の VAS 法の有効性を報告した。本研究
においても，田中ほか（2012）の事例を参考に，各映
像の動きについての出来栄えを VAS 法にて評価し，
線分に矢印で示された値を「技能評価値」（十分満足：

「０」～努力を要する：「10」）として，授業前後の値
について，箱ひげ図を作成した。箱ひげ図では，ひげ
の両端を最小値と最大値，箱の両端を第１四分位と第
３四分位，箱の中の線を中央値とした。また，箱ひげ
図の中に平均値及び筆者の評価値も示した。授業前後
の「技能評価値」の変化は，対応のある t 検定を用い，
効果量 Cohen’s d を算出した。全ての統計解析は，
SPSS Statistics Ver. 25を用い，統計的有意水準は５%
とした。効果量の評価は，d = 0.8（効果量大），d = 0.5

（効果量中），d = 0.2（効果量小）とした（水本・竹内，
2011）。
「評価の理由」と「ダンスを良くするためのアドバ

イス」の記述について，EXCEL シートに打ち込み，
テクスト化した後，テキスト型データの計量的内容分
析ソフトである KH Coder 2（樋口，2004）を用いて，
記述の用語数について分析を実施した。山崎ほか

（2014）は，指導言語を分析した研究の中で，熟練指
導者は未熟練指導と比較して，より多くの観点をもっ
て動きを指導していたことを報告している。このこと
から，技能評価をする際には，より多くの技能評価観
点から評価を行えることが，「技能評価力」の評価指
標のひとつとなると考え，授業前後の「ロックのリズ
ムのダンス」「ヒップホップのリズムのダンス」別に，
それぞれの３映像に対して，全受講生の記述における
記述抽出語数，抽出語の種類数を算出した。さらに，

「技能評価観点構造図」の技能評価観点に関連する用
語について，技能評価観点別に記述数をカウントし
た。

そして，授業前後の記述抽出語数，抽出語の種類数，
「技能評価観点構造図」の技能評価観点数を比較して，
受講生の技能評価力の変化をみた。さらに，授業前後
の記述抽出語数と，「技能評価観点構造図」の技能評
価観点数の変化については，１人あたりの数を算出し
て，対応のある t 検定を用い，効果量 Cohen’s d を算
出した。全ての統計解析は，SPSS Statistics Ver.25を
用い，統計的有意水準は５% とした。なお，効果量
の評価は，「技能評価値」の分析と同様に，d = 0.8（効
果量大），d = 0.5（効果量中），d = 0.2（効果量小）と
した（水本・竹内，2011）。

なお，本研究は，鹿屋体育大学倫理委員会小委員会
による承認を受けて実施した。学生には，結果のみを
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図 4  技能評価調査に用いた用紙の一例 

（ロックのリズムのダンス） 

↓の位置は，「十分満足」と強く感じるほどより左側に，逆に「努力を要する」と感じるほどより右側になります．

図４　技能評価調査に用いた用紙の一例（ロックのリズムのダンス）
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論文や報告書等で公表することがあることを前提に，
口頭・書面にて調査研究・映像取扱いの了承を得られ
た学生に関して，調査結果を採用した。 

2-5．メンバー・チェッキング
「技能評価観点構造図」の技能評価観点数のカウン

トについては，データの信頼性を高めるため，４名の
分析者によりメンバー・チェッキングを行った。分析
者は，前述の筆者と TA の大学院生，スポーツ運動学
研究者（体育系大学でコーチ学・運動学研究に30年従
事），トレーニング科学研究者（体育系大学で運動生
理学・バイオメカニクス研究に33年従事）であった。
テクスト化した記述回答を，筆者と大学院生の２名で
議論を行い，内容について完全に一致するよう整理・
集約を行った。その後，得られた結果について，先に
挙げたスポーツ運動学研究者及びトレーニング科学研
究者に客観的な意見を求め，再度検討した。

３．結果
3-1．ビデオ映像の視聴によるダンスの技能評価力の
変化

3-1.1　授業前後の技能評価値の変化 

授業前後の VAS 法による技能評価値の推移につい
て，箱ひげ図を図５に示す。

ダンス実技の授業における各ダンスの変化傾向を見
ると，以下のような特徴を見いだせる。「ロックのリ
ズムのダンス」は，映像１・２について授業後に高く
評価する傾向が認められた（p < 0.01，d > 0.50）。値
の範囲については，授業前後でほとんど変化がなかっ
た。順位性は，映像１と映像３について，授業前には
どちらの映像の評価も B 評価に値する範囲に多くが
分布し，平均値・中央値共に映像３の評価が上回って

いたが，授業後には，映像１について多くの学生が A

評価と評価し，平均値・中央値共に，映像３の評価よ
り上回り，筆者の技能評価値の順位性と一致が認めら
れた。「ヒップホップのリズムのダンス」については，
技能評価値の平均値や中央値には大きな変化は認めら
れず，値の範囲もほとんど変化がなかった。また，筆
者の技能評価値の順位性と授業前後共に一致が認めら
れた。 

3-1.2　授業前後の記述抽出語数及び抽出語の種類数
の変化 

各授業前後の記述抽出語数及び抽出語の種類数につ
いての分析の結果を図６に示す。ダンス実技の授業で
は，「ロックのリズムのダンス」において，「技能評価
観点構造図」を活用した授業後に，「評価の理由」の
記述抽出語数が96％増加し，抽出語の種類数も29％増
加した。「ダンスを良くするためのアドバイス」の記
述抽出語数及び抽出語の種類数もそれぞれ105％，
44％増加した。「ヒップホップのリズムのダンス」に
おいても同様に，「評価の理由」及び「ダンスを良く
するためのアドバイス」についての記述抽出語数が
116％，137％増加し，抽出語の種類数についてもそれ
ぞれ39％，71％増加した。 

また，１人あたりの授業前後の記述抽出語数は，ダ
ンス実技（図７）において，授業後，有意に増加した

（p < 0.001，d > 0.80）。 

3.1-3　授業前後の記述における「技能評価観点構造
図」に示された技能評価観点及び各観点の記述数

（1）ロックのリズムのダンス 

「ロックのリズムのダンス」においては，授業前は
技能評価観点以外の評価に関する記述が「評価の理
由」で50語，「ダンスを良くするためのアドバイス」
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図 5  ダンス実技の授業前後のVAS による技能評価値の変化 

図５　ダンス実技の授業前後の VASによる技能評価値の変化
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で27語と共に多かった。しかし，授業後は，技能評価
観点以外の評価に関する記述が「評価の理由」で11語，

「ダンスを良くするためのアドバイス」で４語と減少
した。

技能評価観点に関する記述（図８）は，授業前は，
全45の技能評価観点中，「評価の理由」で14観点，「ダ
ンスを良くするためのアドバイス」で17観点から記述
がみられた。また「評価の理由」「ダンスを良くする
ためのアドバイス」共に，「相手に合わせる」の技能
評価観点に関する記述が最も多く，「全身を極限まで
動かす」や「なりきり」といった基礎的な動きや，「メ
リハリ」に関わる「リズムに乗る・崩す」「リズムに
合わせる」等の記述が多かった。しかしながら，「立
体的な動き」に関する記述は少なかった。授業後には，
技能評価観点の項目数が，全45の技能評価観点中，「評
価の理由」「ダンスを良くするためのアドバイス」共
に35観点に増加した。また，「ロックのリズムのダン
ス」の核となる「リズムの特徴をとらえた動き」であ
る「弾み」に関する記述が「評価の理由」で42語，「ダ
ンスを良くするためのアドバイス」で11語と増加し，

「メリハリ」に関連する「リズムに乗る・崩す」及び
「力の変化」に関する項目数が増加していた。また，

授業前にはほとんど記述のなかった，「立体的な動き」
に関連する「身体の変化」「空間の変化」「人との関わ
り」に関する記述も増加した。

（2）ヒップホップのリズムのダンス　 

「ヒップホップのリズムのダンス」においては，授
業前は技能評価観点以外の評価に関する記述が「評価
の理由」で18語，「ダンスを良くするためのアドバイ
ス」で９語と共に多かった。しかし，授業後は，技能
評価観点以外の評価に関する記述が「評価の理由」で
５語，「ダンスを良くするためのアドバイス」で３語
と減少した。

技能評価観点に関する記述（図９）は，授業前は，
全45の技能評価観点中，「評価の理由」で15観点，「ダ
ンスを良くするためのアドバイス」で16観点から記述
がみられた。また「評価の理由」「ダンスを良くする
ためのアドバイス」共に，「全身を極限まで動かす」
や「相手に合わせる」の記述が多く，リズム系ダンス
の基本的な動きや「メリハリ」に関わる「リズムに乗
る・崩す」等の項目の記述が認められた。しかし，「立
体的な動き」に関する記述は少なかった。授業後には，
技能評価観点の項目数が，全45の技能評価観点中，「評
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図 6  ダンス実技の授業前後のダンス種別記述抽出語数，抽出語の種類数の変化 

図６　ダンス実技の授業前後のダンス種別記述抽出語数，抽出語の種類数の変化
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図 7  ダンス実技の授業前後のダンス種別 1 人あたりの記述抽出語数の変化 
図７　ダンス実技の授業前後のダンス種別1人あたりの記述抽出語数の変化
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価の理由」が31観点，「ダンスを良くするためのアド
バイス」が34観点に増加した。また，「ヒップホップ
のリズムのダンス」の核となる「リズムの特徴をとら
えた動き」である「ダウンとアップの縦のり」に関す
る記述が「評価の理由」で44語，「ダンスを良くする

ためのアドバイス」で17語と増加し，「メリハリ」に
関連する「リズムに乗る・崩す」や「ストップ・フ
リーズ」，「倍速」に関する項目や，「力の変化」に関
する項目数が増加していた。また，授業前にはほとん
ど記述のなかった，「立体的な動き」に関連する「身
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図 8  ダンス実技における授業前後の記述に示された 

「技能評価観点構造図」の技能評価観点（ロックのリズムのダンス） 

注）構造図上で記述されなかった観点等は透明化している 

授業前 授業後

評
価
の
理
由

ア
ド
バ
イ
ス

図８　ダンス実技における授業前後の記述に示された「技能評価観点構造図」の技能評価観点（ロックのリズムのダンス）
注）構造図上で記述されなかった観点等は透明化している

 
9 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9  ダンス実技における授業前後の記述に示された 

「技能評価観点構造図」の技能評価観点（ヒップホップのリズムのダンス） 

注）構造図上で記述されなかった観点等は透明化している 
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図9　ダンス実技における授業前後の記述に示された「技能評価観点構造図」の技能評価観点（ヒップホップのリズムのダンス）
注）構造図上で記述されなかった観点等は透明化している
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体の変化」「空間の変化」「人との関わり」に関する記
述が増加した。

（3）１人あたりの授業前後の技能評価観点数の変化
１人あたりの授業前後の技能評価観点数は，授業後

に全てのダンスにおいて，有意に増加した（図10）（p 

< 0.001，d > 0.50）。 

４．考察
本研究では，体育系大学のダンス実技の授業におい

てリズム系ダンスの「技能評価観点構造図」を手がか
りとした技能評価力を高める授業を筆者が実践し，そ
の効果について明らかにすることを目的とした。

本研究で対象とした「ダンス実技」を履修した学生
は，ダンスを専門としないものの，比較的学習意欲が
高く，教員免許取得希望者が多く選択をした授業で
あった。また，授業で用いた「技能評価観点構造図」
は，筆者が作成したものであり，「技能評価観点構造
図」の活用方法を熟知していた。従って，本研究は，
受講生の向上心と，授業者の「技能評価観点構造図」
の理解や活用方法の影響を受けた限定的な成果である
可能性が考えられる。そのため，他大学や他学部，他
学年の学生を対象とした授業や，筆者以外が授業を
行った場合では，結果が異なる可能性があるが，本研
究の考察においては，対象とした体育系大学の授業の
成果に限定して行った。

4.1　ダンス実技の授業における「技能評価観点構造
図」活用が技能評価力に及ぼす影響

4.1-1　授業前後の技能評価値の変化
本研究において，ダンス実技の授業前後の受講生に

よる VAS 法による技能評価値（図４）は，「ロックの
リズムのダンス」の映像１と映像３において授業前後

で順位が逆転した以外は，３つの映像の順位性に大き
な変化が認められず，授業後の技能評価値について
は，筆者の順位性と一致した。このことは，インスト
ラクターである熟練者とダンス歴が１年に満たない初
心者の Locking ダンス映像をダンス経験者とダンス非
経験者に評価させたところ，ダンス経験の有無に関わ
らず，熟練者のダンスの評価は高く，初心者の評価は
低かったとする報告（宮本・阪田，2009）と一致する。
従って，リズム系ダンスの「良い動き」の判断は，あ
る程度は，授業前の学習前段階でも行える可能性があ
る。この理由として，大学生がもつダンスのイメージ
はメディア等を通して見た「リズム系のダンス」であ
る可能性が高いとの報告（朴ほか，2017）からも，近
年のダンスブームを反映し，メディア等を通してリズ
ム系ダンスに触れる機会が多いこと（村田・松本，
2004）が関連していると考えられる。

4.1-2　授業前後の記述における記述抽出語数及び抽
出語の種類数・「技能評価観点構造図」に示され
た技能評価観点数の変化

「ロックのリズムのダンス」「ヒップホップのリズム
のダンス」共に，授業後に，映像視聴による技能評価
の記述抽出語数及び抽出語の種類数（図５・６）が増
加し，「技能評価観点構造図」に示された技能評価観
点数も増加した（図９）。ベテランの指導者と大学院
生が同じ作品を評価した記述を比較した宮本（2005）
の研究によると，ベテラン指導者の方が記述内容が多
く，多岐にわたる規準で評価をしていたと報告されて
おり，本研究の結果はそれと一致する。また，筆者ら
は，ICT を活用したダンスの映像視聴・評価活動を取
り入れたダンス実技の授業において，運動技能の改善
や技能評価の理解に有効であることを報告している

（栫ほか，2018）。本研究対象のダンス実技の授業にお

 
10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 10  ダンス実技における授業前後の記述に示された 

「技能評価観点構造図」の技能評価観点数の変化 

図10　ダンス実技における授業前後の記述に示された「技能評価観点構造図」の技能評価観点数の変化
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いても，学生自らが踊るダンス実技に加えて，タブ
レット端末を活用したダンスの映像視聴・評価活動を
現代的なリズムのダンスで計２回行った。授業前には

「評価の理由」や「ダンスを良くするためのアドバイ
ス」を記述しようにも知識が不足し，記述する用語が
限られていた学生が，授業を通してダンスの技能評価
に関する知識を獲得し，授業後には記述数や記述する
用語の種類，技能評価観点が増加した可能性がある。

また，学生１人あたりの技能評価観点数について
は，「評価の理由」「ダンスを良くするためのアドバイ
ス」の技能評価観点数が，全てのダンスで授業後に有
意に増加していた。小学校教員の走り幅跳びの観察評
価を行った那花ほか（2016）の研究では，観察評価の
観点を共通の DVD 教材を用いて学習したことで，体
育を専門としない小学校教員も運動を観察的に評価す
ることが可能となり，また教員自身の質的評価に対す
る意識の向上が認められたとしている。さらに同報告
によると，動きのポイントとなる部分的な観点を知
り，観察的に評価できることは，子どもの動きの修正
点の把握や，適切な助言に有意義であると述べられて
いる。授業では，ダンス技能の説明や，映像視聴・評
価活動の際に，「技能評価観点構造図」の技能評価観
点を繰り返し明示し，自分たちや仲間の動きを客観的
に観察する際の指標として常に意識させたことで，受
講生の動きを観察する技能評価観点が明確になり，よ
り多くの技能評価観点から評価を行うことができるよ
うになった可能性がある。つまり，リズム系ダンスの

「技能評価観点構造図」は当該ダンスの技能評価の幅
広い理解や実践に寄与していると考えられる。

4.1-3　授業前後の記述における「技能評価観点構造
図」に示された技能評価観点の変化

（1）ロックのリズムのダンス
本研究において，授業前の調査時には，まだダンス

の技能についての知識を学生に全く教授していない状
況であった。その時点では，ダンス実技，ダンス実技
対照群共に，技能評価観点以外の「楽しそう」「笑顔
で踊っている」等の「表情」に関する記述が多く見ら
れた。このような「表情」に関しては，リズムに乗り，
音と身体が一体になったような感覚を心地よく感じた
結果として，表現者が「笑顔」で踊っている可能性が
高く，「リズムに乗って全身で踊る」姿そのものを捉
えている可能性は否めないが，「技能」の評価観点と
しては不適切である。また，「振りを覚えていない」
等の非定形のダンスの特性（三浦，1984）とは異なる

観点から評価している様子も伺えた。学校体育におけ
るリズム系ダンスは，「自由に踊る創造的な学習」で
ある（文部科学省，2013）。しかし，ダンス領域の必
修化を境に，教員がストリートダンス系のダンススタ
ジオに通って既存のステップや振付を習得したりして
いるとした報道や，教員がヒップホップダンスのス
テップをインターネットで調べて教えたりする CM 等
が見られ，学校体育におけるリズム系ダンスについて
誤解したイメージを持たれている可能性が指摘されて
いる（赤堀・細川，2018）。実際に，全国の中学校体
育教員を対象とした実態調査においても，リズム系ダ
ンスの授業において，予め振付されたダンスの実施率
が高いことが明らかになっている（髙橋，2016）。以
上のような背景から，学生が本来の学校体育のリズム
系ダンスの目的とは異なる解釈をしている可能性が高
いことを踏まえ，大学の授業では，学校体育における
リズム系ダンスの「非定形」の特性をしっかりと教授
する必要がある。授業後には，「評価の理由」「ダンス
を良くするためのアドバイス」における技能評価観点
以外の項目数が減少したことから，本研究で扱った授
業でも一定の成果は得られたと考えられる。

技能評価観点に関しては，ダンス実技の授業前は，
ペアの動きを「相手に合わせる」という動きの一致度
や「リズムに乗る・崩す」「リズムに合わせる」とい
うリズムと動きの一致度に関する評価，「全身を極限
まで動かす」と動きの大きさに関する評価等，比較的，
視覚的に捉えやすい技能評価観点の記述が多かった。
一方，「立体的な動き」に関する「空間の変化」や「身
体の変化」の記述は少なかった。授業後は，ダンス実
技においては，「ロックのリズムのダンス」の「リズ
ムの特徴を捉えた動き」の根幹である「弾み」に関す
る記述が多く出現し，「メリハリ」に関連する「リズ
ムに乗る・崩す」「力の変化」の詳細な観点が増加し
た。さらに，授業前にはほとんど記述のなかった「立
体的な動き」に関わる「身体の変化」や「空間の変化」
の視点が新たに加わり，より多くの技能評価観点から
評価を行えていることが明らかとなった。 

以上の結果から，ダンスを専門としない学生にとっ
て，「ロックのリズムのダンス」については，動きの
一致やリズムと動きの一致，動きの大きさに関する技
能評価観点については比較的捉えやすい観点であるこ
とが示唆される。しかしながら，動きの一致やリズム
と動きの一致に関わる観点については，それらのみを
重視してしまうと，「振付をそろえて踊る」「リズムに
合わせなければいけない」といった，リズム系ダンス
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本来の「リズムの特徴を捉えて自由に踊る」学習目標
とは異なる視点を助長しかねない。授業での学習を経
て，授業後に「ロックのリズムのダンス」の特性であ
る「弾み」に関する記述が増加し，幅広い技能評価観
点からバランスよく評価できるようになったことは，
リズム系ダンスの特性を正しく理解している可能性が
高い。また，「立体的な動き」に関わる技能評価観点
のうち，特に「空間の変化」や「身体の変化」は，授
業前段階では，把握しにくい観点であることも明らか
になった。ダンス実技の授業後には，「空間の変化」
や「身体の変化」に関する記述が増加したことから，
これらの技能評価観点に関しては，「技能評価観点構
造図」の明示が有効的に寄与した可能性がある。

（2）ヒップホップのリズムのダンス
「ヒップホップのリズムのダンス」も「ロックのリ

ズムのダンス」と同様に，授業前の時点では，技能評
価観点以外の「表情」や「振付の間違い」等に関する
記述が見られ，授業後には減少した。以上の結果から，

「表情」や「振付の間違い」については，リズム系ダ
ンスに共通した，「技能評価観点」ではないが「技能
評価観点」として捉えてしまいがちな項目であること
が明らかとなった。大学の授業において，学校体育に
おけるリズム系ダンスの特性を指導する際の，重要項
目であることが示唆される。

技能評価観点に関しては，ダンス実技の授業前は，
「全身を極限まで動かす」「相手に合わせる」，「メリハ
リ」に関わる「リズムに乗る・崩す」等をはじめとし
て，目で捉えやすい技能評価観点の記述が多く，「立
体的な動き」に関する記述はほとんど見られなかっ
た。しかし，授業後には，「ヒップホップのリズムの
ダンス」における「リズムの特徴を捉えた動き」の根
幹である「ダウンとアップの縦のり」に関する記述が
最も多く出現し，「立体的な動き」に関わる技能評価
観点も増加し，多くの技能評価観点から動きを捉えて
いる様子が明らかになった。これらの傾向は，「ロッ
クのリズムのダンス」とほぼ一致したことから，異な
るリズムの種類であっても，リズム系ダンスの技能評
価観点の学習過程には共通性があることが示唆され
る。ダンス実技の授業では，先述したとおり，「ロッ
クのリズムのダンス」，「ヒップホップのリズムのダン
ス」共に，図３のカラー版の「技能評価観点構造図」
を用いたが，説明する際には，①「リズムの特徴を捉
えた動き」：「弾み」「縦のり」→②「リズム系ダンス
の基本的な動き」：「全身を極限まで使う」「動き続け

る」「なりきり」→③「メリハリ」：「リズムに乗る・
崩す」「力の変化」→④「立体的に動く」：「身体の変化」

「空間の変化」「人との関わり」の順で説明を行った。
ダンス実技の授業後の記述においておおよそこの順に
用語数が分布していたことから，授業前には視覚的に
捉えやすい技能評価観点のみからしか評価できなかっ
た学生が，授業を通して「技能評価観点構造図」の構
造に従って，理解を深めた可能性が示唆される。つま
り，「技能評価観点構造図」を用いて視覚的に技能評
価の構造を捉えることが，多様な観点からの動きの評
価には有効であると考えられる。

５．まとめ
本研究は，体育系大学のダンス実技授業において，

「技能評価観点構造図」を手がかりとしたリズム系ダ
ンスの技能評価力を高める授業を筆者が実施し，その
効果について明らかにすることを目的とした。そのた
めに，体育系大学の2017年度前期に開講されたダンス
実技の受講生47名を対象に，リズム系ダンスの技能評
価の実践力を確認するため，受講生全員が同一のダン
スのビデオ映像を鑑賞し，技能評価を行う調査を実施
した。さらに受講生個人がどのようにダンスの技能評
価ができるようになったと感じているかについても調
査を実施した。 

その結果，リズム系ダンスでは，「技能評価観点構
造図」を活用したダンス実技の授業後に，筆者の技能
評価値との一致度が高まり，記述抽出語数・抽出語の
種類数が増加した。また，授業後に「技能評価観点構
造図」に示された技能評価観点数も増加していた。

以上の結果より，「技能評価観点構造図」に示され
た技能評価観点を教示することで，受講生の動きを観
察する技能評価観点が明確になり，より多くの観点か
ら評価を行うことが可能となったと考えられ，「技能
評価観点構造図」の活用は，リズム系ダンスの技能評
価の理解や実践に寄与することが示唆された。

一方，リズム系ダンスでは「表情」や「振付の間違
い」等については，技能評価観点ではないが，学生が
技能として評価してしまう傾向が明らかとなった。こ
れらの点については，授業内で明確に説明・指導を行
うことが必要であると共に，「技能評価観点構造図」の
加筆・修正に向けて，重要な点であると考えられた。

注
１）日本教育大学協会（2004）は，教員に求められる

資質能力の養成課程のカリキュラムの基軸を，「教
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育実践を科学的・研究的に省察（reflection）する力」
と示し，教員養成全体で「実践的指導力」を養成す
る方向性を定めた。また，「教職生活の全体を通じ
た教員の資質能力の総合的な向上方策について（答
申）」（文部科学省，2012）では，実践的指導力につ
いて，「新たな学びを展開できる実践的指導力（基
礎的・基本的な知識・技能の習得に加えて思考力・
判断力・表現力等を育成するため，知識・技能を活
用する学習活動や課題探究型の学習，協働的学び等
をデザインできる指導力）」と定義された。

２）ダンス実技の授業の後半（７時間目以降）は，表
現系ダンスの「技能評価観点構造図」を用いて授業
を実施したが，本論文では，論文の分量を考慮して，
授業の前半で行ったリズム系ダンスの「技能評価観
点構造図」を用いた授業の効果について報告する。

３）本授業の受講生は，ダンスを専門種目としない学
生であり，メディア等を通してダンサーが踊る姿を
観る機会はあったとしても，学校体育授業の中で，
一般の児童・生徒が踊る姿や作品に触れる機会は少
ないと考えられた。そこで，１時間目の授業におい
ては，各校種における「表現リズム遊び」「表現運
動」「ダンス」の授業の中で創作された表現系ダン
スやリズム系ダンスの作品を鑑賞し，児童・生徒の
動きの実態を把握し，学校体育授業における「ダン
ス」を知る活動を行った。 

４）それぞれのダンス映像の撮影状況と表現課題につ
いては以下の通りである。

　①�リズム系ダンスの「ロックのリズムのダンス」の
表現課題は，SCATMAN JOHN の曲「Everybody 

Jam !」（BPM 134）に乗せて，ペアでスキップや
弾み，ストップ，回転，ジャンプ，リズムの変化
等の簡単な動きを入れた動きを指導した後，ペア
の中でリーダーを決め，指導された動きをもとに
自由に動きを再構成し，曲に合わせて自由に踊る
ものであった。

　②�リズム系ダンスの「ヒップホップのリズムのダン
ス」の表現課題は，「現代的なリズムのダンス～
リズムに乗って踊る楽しさ～」の音楽 CD より

「ストリートダンサー」（BPM 89）に乗せて，ペ
アで縦のりの動きを中心に，高低差や移動，回転，
リズムの変化等の簡単な動きを入れた動きを指導
した後，ペアの中でリーダーを決め，指導された
動きをもとに自由に動きを再構成し，曲に合わせ
て自由に踊るものであった。

５）ロックのリズムのダンス：〈リズムと動きの例

示〉・自然な弾みやスイング等の動きで気持ちよく
音楽のビートに乗れるようになり，簡単な繰り返し
のリズムで踊ること。・軽快なリズムに乗って弾み
ながら，揺れる，回る，ステップを踏んで手をたた
く，ストップを入れる等リズムをとらえて自由に
踊ったり，相手の動きに合わせたりずらしたり，手
をつなぐ等相手と対応しながら踊ること。ヒップ
ホップのリズムのダンス：〈リズムと動きの例示〉
シンコペーションやアフタービート，休止や倍速
等，リズムに変化を付けて踊ること。・短い動きを
繰り返す，対立した動きを組み合わせる，ダイナ
ミックなアクセントを加える等して，リズムに乗っ
て続けて踊ること。
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